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　　　　　サプライヤ評価シート　カスタマイズ用 2021/9/30 V3.0 会社名　○○○

評価

M,経営 4 被評価会社名 会社概要 作成
Q,品質 3
C,価格 2

D,納期 3 統一企業ｺｰﾄﾞ 材質類別ｺｰﾄﾞ

e,Net 3 評価事業部、工場

E,環境 3 66 評価合計点数 取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。

S,ｻｰﾋﾞｽ 3 ISO9000　認証 数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

ISO14000認証 評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。
         

5 段階評価の判断基準 項目 合計 特
no. 評価項目 5 4 3 2 1 評価 点数 徴 配点
M Management 　　(経営,将来性） 11.5 4 15

1 Management policyが 明確か? policyを 明示、徹底 policyを明示、 policyを 提示 policyはあるが,,,, policy不明確 3
2 経営者、事業責任者の資質 著しく意欲的 意欲的 積極的 行動的ではあるが,,, 消極的 3
3 当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢 非常に積極的 積極的である 協力的である やや協力的 問題もある 3 0.27

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ依存度合い、ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先5社ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先３社ﾊﾞﾗﾝｽ１社へ40%以上依存 １社へ60%I以上依存 １社へ80%I以上依存 3
5 人材育成 長期的な育成成果顕著中期的育成実施 教育計画実施 部分的なｽｷﾙｱｯﾌﾟ ｷｰﾏﾝの退社 4
6 財務内容は健全か?(金融債務・自己資本良い状態にある 健全である 利益は出ている 欠損 累損あり 4
7 売上高伸び率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 5
8 営業利益率 20％以上 15%以上 10％以上 5%以上 5%未満 5
9 経常利益率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 4

10 総資産回転率 2.0以上 1.5以上 1.0以上 0.8以上 0.8未満 4
11 自己資本比率 60%以上 40%以上 30%以上 25%以上 25％未満
12
13
14
15
16 研究開発投資金額比率
17 新商品売上高比率
18 特許保有件数
19 経営者後継人事・育成
20 新事業構築力 4

Q Quality assurance　　(品質） 9.0 3 15
1 ISO9000 認証されているか? ISO9000 認証済 approach中 1年以内に計画あり 認証の計画あり 認証の計画無し 3
2 品質教育 品質教育徹底顕著 品質教育充実 品質教育制度実施 部分的 仕組なし 3
3 工程管理実施ﾚﾍﾞﾙ 適切,周知徹底 適切,おおむね良好 一部不備,必要最小限 一部不備,不足 不備多い,無管理状態 3 0.33
4 再外注管理 定期的に改善指導 管理仕組整備 管理仕組あり 不定期実施 管理体制なし 3
5 品質保証体制 体系標準活用優 管理仕組整備 管理仕組あり 責任者は明確 体制なし 3
6 設備保全 設備予防保全実施 計測器校正的確 保全管理実施 一部実施 設備老朽保全不十分 3
7 品質是正処理 是正水平展開優良 是正適切不良非常に少処置適切　不良少ない是正処置実施 是正処置不十分 3
8 納入品の 品質実績は 良いか? 不良率 0.01%未満 標準類実施 不良率 0.05%未満 不良率 0.1%未満 不良率 0.1%以上 3
9 出荷時品質検査合格ﾚﾍﾞﾙ ６ppm未満 １０ppm未満 １５ppm未満 20ppm未満 20ppm以上

10 品質方針・年度目標値設定
11 ロット・ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ
12 測定機器管理
13 定期的内部監査
14 継続的改善の仕組
15 ﾘﾓｰﾄQMS
16 金型・冶工具製作
17 QC認定検査員
18
19 不良対策の対応は良いか？ 迅速対応 良い 普通 やや劣る 非常に劣る 319

C Cost  reduction ability　　(価格) 18.0 2 30
1 ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ協力実績 ５％以上 ３～４．９９％ ２～２．９９％ １～１．９９％ ０．９９％以下 2
2 Cost競争力が 優位か? Cost競争力優位 Cost競争力あり Cost 改善取組可 CD取組消極的 Cost高く改善困難 2
3 生産効率,品質向上の投資しているか? 業界先端の投資 改良出来ている 投資はしている 再投資困難 設備老朽化 2 1.50

4 特徴ある技術を有しているか? 開発時点から 協調 VA提案できる 自主改善能力ある 改善打合わせ可能 図面指示で 製作 2
5 CR・VE提案 大幅効果実現積極的 提案あり、成果も十分 提案、効果そこそこ 提案あり 提案なし 2
6 原価企画力
7 ｺｽﾄ見積ｼｽﾃﾑ
8 VE実行力、VEr.人口
9 海外生産拠点

10 要素技術開発
11 材料調達力
12 原価低減活動 全社で取組大きな成果全社で取組み 取組みしている 一部で取組み 不十分 2

D Delivery service (Logistics)　　　(納期) 16.0 3 20
1 JIT納入対応可能か? JIT納入対応 一部分 JIT可能 JIT 納入計画中 JIT対応困難 出荷system無し 3
2 契約納期は 守られているか? 納期達成率98%以上 納期達成率95%以上 納期達成率90%以上 納期達成率80%以上 納期達成率80%未満 2
3 生産管理のﾚﾍﾞﾙが適切か？ 非常に良く管理してい 管理の仕組みがある 管理されているが,,, ｷｰﾏﾝ頼りの管理 現場を探すﾚﾍﾞﾙ 3 1.00

4 生産計画変動への対応・協力 優れている 良い 普通 やや劣る 非常に劣る 3
5 混流生産ｼｽﾃﾑ対応力
6 再下請け外注体制
7 L/T即納体制 2
8 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ供給力
9 VMI、預託対応 充分対応可能改良も 充分対応 可能 条件によっては可能 不十分 3

E e-business  activity(e-Net） 2.5 3 5
1 e-business 積極的に取り組んでいる 積極的に取組展開 EDI 各社と 取組中 EDI 一部 対応可能 EDI 計画有り EDI 計画なし 3
2 CAD情報の 交信が可能か? 3D-CAD 交信可能 CAD交信可能 制約内で 交信可能 計画あり 計画なし 2
3 品j質情報ﾘﾓｰﾄ交信 0.25

4
5
6 電子入札 充分対応可能改良も 充分対応 可能 条件によっては可能 不十分 2

E Environment　(環境） 3.0 3 5
1 ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準拠しているか？ 認証済,積極的に取組 ISO14000認証済 認証に準じた取組中 計画は あるが,,, 計画なし 3
2 禁止化学物質不使用 証明書発行速やか よく管理 管理されている 部分的には可能 なかなか提出されない 3
3 化学物質分析 分析機器整備 対応範囲多い ６物質対応可能 部分的に可能 なし 3 0.25

4 ３R設計対応
5 産業廃棄物管理
6 ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ工場
7
8 環境設計 ３R設計充分 ２R設計対応 部分的に可能 対応不可 3

Ｓ Technology Service and Solution (ｻｰﾋﾞｽなど特別評価) 6.0 3 10
1 製造技術水準 基礎研究など充実 技術ｻｰﾋﾞｽ積極的 要請があれば対応 少しｻｰﾋﾞｽあり 技術情報無し 3
2 開発技術力・投資 業界のﾘｰﾀﾞｰ的存在 高いﾚﾍﾞﾙ 業界の平均的 やや劣る 人員少なく投資なし 3
3 ５S活動 非常に徹底しﾚｲｱｳﾄ優行き届きものづくり整流行き届いている 部分的には良い 徹底していない 3 0.40

4 取引金額、立地条件など 優れている 良い 普通 やや劣る 非常に劣る 3
5 UL認定工場
6 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ解析力
7 生産効率研究
8 詳細設計力(ﾌﾙｻｰﾋﾞｽ・ｻﾌﾟﾗｲﾔ）
9 海外生産拠点対応力

10 特殊技術
11 その他のｻｰﾋﾞｽなどの評価 優れている 良い 普通 やや劣る 非常に劣る 3

配点により　100点満点に補正→ 合計 66.0 3 100
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購買業務のプラットフォーム



サプライヤ評価 主な目的は何か

Solution  Provider

Copyright  Kimitoshi Yagi ：Procurement  Innovation Research 2

ISO9001審査・維持

QCDEEMSの確保

原価企画・ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ

リスク・マネジメント

目的は何か？

主な目的は

何を評価するのか？
期待する能力は

評価軸は
どうする？

M: 経営

Q: 品質

C: 価格

D: 納期

E: 環境

S: 技術サービス

evaluation concept
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サプライヤ評価シートの カスタマイズ

Solution  Provider

Copyright  Kimitoshi Yagi ：Procurement  Innovation Research

評価軸の配点を変更したい

評価項目を追加・削除したい
評価軸を変更したい（増減）

評価判定文章を変更したい

何を変更するか カスタマイズ用で

JMMA推奨でOK

評価シートを数種類にしたい

評価を7~10段階に変更したい

customize



サプライヤ評価カスタマイズ・シートの構成
　　　　　サプライヤ評価シート　カスタマイズ用 2021/9/30 V3.0 会社名　○○○

評価

M,経営 4 被評価会社名 会社概要 作成
Q,品質 3
C,価格 2

D,納期 3 統一企業ｺｰﾄﾞ 材質類別ｺｰﾄﾞ

e,Net 3 評価事業部、工場

E,環境 3 66 評価合計点数 取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。

S,ｻｰﾋﾞｽ 3 ISO9000　認証 数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

ISO14000認証 評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。
         

5 段階評価の判断基準 項目 合計 特
no. 評価項目 5 4 3 2 1 評価 点数 徴 配点
M Management 　　(経営,将来性） 11.5 4 15

1 Management policyが 明確か? policyを 明示、徹底 policyを明示、 policyを 提示 policyはあるが,,,, policy不明確 3
2 経営者、事業責任者の資質 著しく意欲的 意欲的 積極的 行動的ではあるが,,, 消極的 3
3 当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢 非常に積極的 積極的である 協力的である やや協力的 問題もある 3 0.27

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ依存度合い、ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先5社ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先３社ﾊﾞﾗﾝｽ１社へ40%以上依存 １社へ60%I以上依存 １社へ80%I以上依存 3
5 人材育成 長期的な育成成果顕著中期的育成実施 教育計画実施 部分的なｽｷﾙｱｯﾌﾟ ｷｰﾏﾝの退社 4
6 財務内容は健全か?(金融債務・自己資本良い状態にある 健全である 利益は出ている 欠損 累損あり 4
7 売上高伸び率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 5
8 営業利益率 20％以上 15%以上 10％以上 5%以上 5%未満 5
9 経常利益率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 4

10 総資産回転率 2.0以上 1.5以上 1.0以上 0.8以上 0.8未満 4
11 自己資本比率 60%以上 40%以上 30%以上 25%以上 25％未満
12
13
14
15
16 研究開発投資金額比率
17 新商品売上高比率
18 特許保有件数
19 経営者後継人事・育成
20 新事業構築力 4

Q Quality assurance　　(品質） 9.0 3 15
1 ISO9000 認証されているか? ISO9000 認証済 approach中 1年以内に計画あり 認証の計画あり 認証の計画無し 3
2 品質教育 品質教育徹底顕著 品質教育充実 品質教育制度実施 部分的 仕組なし 3
3 工程管理実施ﾚﾍﾞﾙ 適切,周知徹底 適切,おおむね良好 一部不備,必要最小限 一部不備,不足 不備多い,無管理状態 3 0.33
4 再外注管理 定期的に改善指導 管理仕組整備 管理仕組あり 不定期実施 管理体制なし 3
5 品質保証体制 体系標準活用優 管理仕組整備 管理仕組あり 責任者は明確 体制なし 3
6 設備保全 設備予防保全実施 計測器校正的確 保全管理実施 一部実施 設備老朽保全不十分 3
7 品質是正処理 是正水平展開優良 是正適切不良非常に少処置適切　不良少ない是正処置実施 是正処置不十分 3
8 納入品の 品質実績は 良いか? 不良率 0.01%未満 標準類実施 不良率 0.05%未満 不良率 0.1%未満 不良率 0.1%以上 3
9 出荷時品質検査合格ﾚﾍﾞﾙ ６ppm未満 １０ppm未満 １５ppm未満 20ppm未満 20ppm以上

10 品質方針・年度目標値設定
11 ロット・ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ
12 測定機器管理
13 定期的内部監査
14 継続的改善の仕組
15 ﾘﾓｰﾄQMS
16 金型・冶工具製作
17 QC認定検査員
18
19 不良対策の対応は良いか？ 迅速対応 良い 普通 やや劣る 非常に劣る 319

C Cost  reduction ability　　(価格) 18.0 2 30
1 ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ協力実績 ５％以上 ３～４．９９％ ２～２．９９％ １～１．９９％ ０．９９％以下 2
2 Cost競争力が 優位か? Cost競争力優位 Cost競争力あり Cost 改善取組可 CD取組消極的 Cost高く改善困難 2
3 生産効率,品質向上の投資しているか? 業界先端の投資 改良出来ている 投資はしている 再投資困難 設備老朽化 2 1.50

4 特徴ある技術を有しているか? 開発時点から 協調 VA提案できる 自主改善能力ある 改善打合わせ可能 図面指示で 製作 2
5 CR・VE提案 大幅効果実現積極的 提案あり、成果も十分 提案、効果そこそこ 提案あり 提案なし 2
6 原価企画力
7 ｺｽﾄ見積ｼｽﾃﾑ
8 VE実行力、VEr.人口
9 海外生産拠点

10 要素技術開発
11 材料調達力
12 原価低減活動 全社で取組大きな成果全社で取組み 取組みしている 一部で取組み 不十分 2

D Delivery service (Logistics)　　　(納期) 16.0 3 20
1 JIT納入対応可能か? JIT納入対応 一部分 JIT可能 JIT 納入計画中 JIT対応困難 出荷system無し 3
2 契約納期は 守られているか? 納期達成率98%以上 納期達成率95%以上 納期達成率90%以上 納期達成率80%以上 納期達成率80%未満 2
3 生産管理のﾚﾍﾞﾙが適切か？ 非常に良く管理してい 管理の仕組みがある 管理されているが,,, ｷｰﾏﾝ頼りの管理 現場を探すﾚﾍﾞﾙ 3 1.00

4 生産計画変動への対応・協力 優れている 良い 普通 やや劣る 非常に劣る 3
5 混流生産ｼｽﾃﾑ対応力
6 再下請け外注体制
7 L/T即納体制 2
8 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ供給力
9 VMI、預託対応 充分対応可能改良も 充分対応 可能 条件によっては可能 不十分 3

E e-business  activity(e-Net） 2.5 3 5
1 e-business 積極的に取り組んでいる 積極的に取組展開 EDI 各社と 取組中 EDI 一部 対応可能 EDI 計画有り EDI 計画なし 3
2 CAD情報の 交信が可能か? 3D-CAD 交信可能 CAD交信可能 制約内で 交信可能 計画あり 計画なし 2
3 品j質情報ﾘﾓｰﾄ交信 0.25

4
5
6 電子入札 充分対応可能改良も 充分対応 可能 条件によっては可能 不十分 2

E Environment　(環境） 3.0 3 5
1 ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準拠しているか？ 認証済,積極的に取組 ISO14000認証済 認証に準じた取組中 計画は あるが,,, 計画なし 3
2 禁止化学物質不使用 証明書発行速やか よく管理 管理されている 部分的には可能 なかなか提出されない 3
3 化学物質分析 分析機器整備 対応範囲多い ６物質対応可能 部分的に可能 なし 3 0.25

4 ３R設計対応
5 産業廃棄物管理
6 ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ工場
7
8 環境設計 ３R設計充分 ２R設計対応 部分的に可能 対応不可 3

Ｓ Technology Service and Solution (ｻｰﾋﾞｽなど特別評価) 6.0 3 10
1 製造技術水準 基礎研究など充実 技術ｻｰﾋﾞｽ積極的 要請があれば対応 少しｻｰﾋﾞｽあり 技術情報無し 3
2 開発技術力・投資 業界のﾘｰﾀﾞｰ的存在 高いﾚﾍﾞﾙ 業界の平均的 やや劣る 人員少なく投資なし 3
3 ５S活動 非常に徹底しﾚｲｱｳﾄ優行き届きものづくり整流行き届いている 部分的には良い 徹底していない 3 0.40

4 取引金額、立地条件など 優れている 良い 普通 やや劣る 非常に劣る 3
5 UL認定工場
6 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ解析力
7 生産効率研究
8 詳細設計力(ﾌﾙｻｰﾋﾞｽ・ｻﾌﾟﾗｲﾔ）
9 海外生産拠点対応力

10 特殊技術
11 その他のｻｰﾋﾞｽなどの評価 優れている 良い 普通 やや劣る 非常に劣る 3

配点により　100点満点に補正→ 合計 66.0 3 100
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会社名・ID

判定基準（1~5）

評価項目

評価軸

合計点

配点
（項目の重み）

見える化
（強み弱み）

評価・決済

評価点項目追加
スペース

architecture



　　　　　サプライヤ評価シート　カスタマイズ用 2021/9/30 V3.0 会社名　○○○

評価

M,経営 4 被評価会社名 会社概要 作成
Q,品質 3
C,価格 2

D,納期 3 統一企業ｺｰﾄﾞ 材質類別ｺｰﾄﾞ

e,Net 3 評価事業部、工場

E,環境 3 66 評価合計点数 取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。

S,ｻｰﾋﾞｽ 3 ISO9000　認証 数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

ISO14000認証 評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。
         

5 段階評価の判断基準 項目 合計 特
no. 評価項目 5 4 3 2 1 評価 点数 徴 配点
M Management 　　(経営,将来性） 11.5 4 15

1 Management policyが 明確か? policyを 明示、徹底 policyを明示、 policyを 提示 policyはあるが,,,, policy不明確 3
2 経営者、事業責任者の資質 著しく意欲的 意欲的 積極的 行動的ではあるが,,, 消極的 3
3 当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢 非常に積極的 積極的である 協力的である やや協力的 問題もある 3 0.27

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ依存度合い、ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先5社ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先３社ﾊﾞﾗﾝｽ１社へ40%以上依存 １社へ60%I以上依存 １社へ80%I以上依存 3
5 人材育成 長期的な育成成果顕著中期的育成実施 教育計画実施 部分的なｽｷﾙｱｯﾌﾟ ｷｰﾏﾝの退社 4
6 財務内容は健全か?(金融債務・自己資本良い状態にある 健全である 利益は出ている 欠損 累損あり 4
7 売上高伸び率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 5
8 営業利益率 20％以上 15%以上 10％以上 5%以上 5%未満 5
9 経常利益率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 4

10 総資産回転率 2.0以上 1.5以上 1.0以上 0.8以上 0.8未満 4
11 自己資本比率 60%以上 40%以上 30%以上 25%以上 25％未満
12
13
14
15
16 研究開発投資金額比率
17 新商品売上高比率
18 特許保有件数
19 経営者後継人事・育成
20 新事業構築力 4

Q Quality assurance　　(品質） 9.0 3 15
1 ISO9000 認証されているか? ISO9000 認証済 approach中 1年以内に計画あり 認証の計画あり 認証の計画無し 3
2 品質教育 品質教育徹底顕著 品質教育充実 品質教育制度実施 部分的 仕組なし 3
3 工程管理実施ﾚﾍﾞﾙ 適切,周知徹底 適切,おおむね良好 一部不備,必要最小限 一部不備,不足 不備多い,無管理状態 3 0.33
4 再外注管理 定期的に改善指導 管理仕組整備 管理仕組あり 不定期実施 管理体制なし 3
5 品質保証体制 体系標準活用優 管理仕組整備 管理仕組あり 責任者は明確 体制なし 3
6 設備保全 設備予防保全実施 計測器校正的確 保全管理実施 一部実施 設備老朽保全不十分 3
7 品質是正処理 是正水平展開優良 是正適切不良非常に少処置適切　不良少ない是正処置実施 是正処置不十分 3
8 納入品の 品質実績は 良いか? 不良率 0.01%未満 標準類実施 不良率 0.05%未満 不良率 0.1%未満 不良率 0.1%以上 3
9 出荷時品質検査合格ﾚﾍﾞﾙ ６ppm未満 １０ppm未満 １５ppm未満 20ppm未満 20ppm以上

10 品質方針・年度目標値設定
11 ロット・ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ
12 測定機器管理
13 定期的内部監査
14 継続的改善の仕組
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①

軸数変更は
グラフ更新評価軸の検討・決定

QCD
QCDM ・・倒産リスク
QCDEM ・・グリーン調達
QCDEMT ・・技術サービス
QCDEeSMT・・DX・情報連携
QCDEeSMR ・・CSR  

評価の視点！



　　　　　サプライヤ評価シート　カスタマイズ用 2021/9/30 V3.0 会社名　○○○

評価

M,経営 4 被評価会社名 会社概要 作成
Q,品質 3
C,価格 2

D,納期 3 統一企業ｺｰﾄﾞ 材質類別ｺｰﾄﾞ

e,Net 3 評価事業部、工場

E,環境 3 66 評価合計点数 取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。

S,ｻｰﾋﾞｽ 3 ISO9000　認証 数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

ISO14000認証 評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。
         

5 段階評価の判断基準 項目 合計 特
no. 評価項目 5 4 3 2 1 評価 点数 徴 配点
M Management 　　(経営,将来性） 11.5 4 15

1 Management policyが 明確か? policyを 明示、徹底 policyを明示、 policyを 提示 policyはあるが,,,, policy不明確 3
2 経営者、事業責任者の資質 著しく意欲的 意欲的 積極的 行動的ではあるが,,, 消極的 3
3 当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢 非常に積極的 積極的である 協力的である やや協力的 問題もある 3 0.27

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ依存度合い、ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先5社ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先３社ﾊﾞﾗﾝｽ１社へ40%以上依存 １社へ60%I以上依存 １社へ80%I以上依存 3
5 人材育成 長期的な育成成果顕著中期的育成実施 教育計画実施 部分的なｽｷﾙｱｯﾌﾟ ｷｰﾏﾝの退社 4
6 財務内容は健全か?(金融債務・自己資本良い状態にある 健全である 利益は出ている 欠損 累損あり 4
7 売上高伸び率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 5
8 営業利益率 20％以上 15%以上 10％以上 5%以上 5%未満 5
9 経常利益率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 4

10 総資産回転率 2.0以上 1.5以上 1.0以上 0.8以上 0.8未満 4
11 自己資本比率 60%以上 40%以上 30%以上 25%以上 25％未満
12
13
14
15
16 研究開発投資金額比率
17 新商品売上高比率
18 特許保有件数
19 経営者後継人事・育成
20 新事業構築力 4

Q Quality assurance　　(品質） 9.0 3 15
1 ISO9000 認証されているか? ISO9000 認証済 approach中 1年以内に計画あり 認証の計画あり 認証の計画無し 3
2 品質教育 品質教育徹底顕著 品質教育充実 品質教育制度実施 部分的 仕組なし 3
3 工程管理実施ﾚﾍﾞﾙ 適切,周知徹底 適切,おおむね良好 一部不備,必要最小限 一部不備,不足 不備多い,無管理状態 3 0.33
4 再外注管理 定期的に改善指導 管理仕組整備 管理仕組あり 不定期実施 管理体制なし 3
5 品質保証体制 体系標準活用優 管理仕組整備 管理仕組あり 責任者は明確 体制なし 3
6 設備保全 設備予防保全実施 計測器校正的確 保全管理実施 一部実施 設備老朽保全不十分 3
7 品質是正処理 是正水平展開優良 是正適切不良非常に少処置適切　不良少ない是正処置実施 是正処置不十分 3
8 納入品の 品質実績は 良いか? 不良率 0.01%未満 標準類実施 不良率 0.05%未満 不良率 0.1%未満 不良率 0.1%以上 3
9 出荷時品質検査合格ﾚﾍﾞﾙ ６ppm未満 １０ppm未満 １５ppm未満 20ppm未満 20ppm以上

10 品質方針・年度目標値設定
11 ロット・ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ
12 測定機器管理
13 定期的内部監査
14 継続的改善の仕組
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② 項目の
追加・削除

③ 判定基準 設定
1-5段階の判定文章



④ 評価軸ごと
の配点設定

サプライヤ評価シートの変更 ④ .
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④ 評価軸ごと
の配点設定

④ 配点合計
１００ 確認

・
・
・
・



⑤ 評価軸毎

の補正係数
をセット

　　　　　サプライヤ評価シート　カスタマイズ用 2021/9/30 V3.0 会社名　○○○

評価

M,経営 4 被評価会社名 会社概要 作成
Q,品質 3
C,価格 2

D,納期 3 統一企業ｺｰﾄﾞ 材質類別ｺｰﾄﾞ

e,Net 3 評価事業部、工場

E,環境 3 66 評価合計点数 取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。

S,ｻｰﾋﾞｽ 3 ISO9000　認証 数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

ISO14000認証 評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。
         

5 段階評価の判断基準 項目 合計 特
no. 評価項目 5 4 3 2 1 評価 点数 徴 配点
M Management 　　(経営,将来性） 11.5 4 15

1 Management policyが 明確か? policyを 明示、徹底 policyを明示、 policyを 提示 policyはあるが,,,, policy不明確 3
2 経営者、事業責任者の資質 著しく意欲的 意欲的 積極的 行動的ではあるが,,, 消極的 3
3 当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢 非常に積極的 積極的である 協力的である やや協力的 問題もある 3 0.27

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ依存度合い、ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先5社ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先３社ﾊﾞﾗﾝｽ１社へ40%以上依存 １社へ60%I以上依存 １社へ80%I以上依存 3
5 人材育成 長期的な育成成果顕著中期的育成実施 教育計画実施 部分的なｽｷﾙｱｯﾌﾟ ｷｰﾏﾝの退社 4
6 財務内容は健全か?(金融債務・自己資本良い状態にある 健全である 利益は出ている 欠損 累損あり 4
7 売上高伸び率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 5
8 営業利益率 20％以上 15%以上 10％以上 5%以上 5%未満 5
9 経常利益率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 4

10 総資産回転率 2.0以上 1.5以上 1.0以上 0.8以上 0.8未満 4
11 自己資本比率 60%以上 40%以上 30%以上 25%以上 25％未満
12
13
14
15
16 研究開発投資金額比率
17 新商品売上高比率
18 特許保有件数
19 経営者後継人事・育成
20 新事業構築力 4

Q Quality assurance　　(品質） 9.0 3 15
1 ISO9000 認証されているか? ISO9000 認証済 approach中 1年以内に計画あり 認証の計画あり 認証の計画無し 3
2 品質教育 品質教育徹底顕著 品質教育充実 品質教育制度実施 部分的 仕組なし 3
3 工程管理実施ﾚﾍﾞﾙ 適切,周知徹底 適切,おおむね良好 一部不備,必要最小限 一部不備,不足 不備多い,無管理状態 3 0.33
4 再外注管理 定期的に改善指導 管理仕組整備 管理仕組あり 不定期実施 管理体制なし 3
5 品質保証体制 体系標準活用優 管理仕組整備 管理仕組あり 責任者は明確 体制なし 3
6 設備保全 設備予防保全実施 計測器校正的確 保全管理実施 一部実施 設備老朽保全不十分 3
7 品質是正処理 是正水平展開優良 是正適切不良非常に少処置適切　不良少ない是正処置実施 是正処置不十分 3
8 納入品の 品質実績は 良いか? 不良率 0.01%未満 標準類実施 不良率 0.05%未満 不良率 0.1%未満 不良率 0.1%以上 3
9 出荷時品質検査合格ﾚﾍﾞﾙ ６ppm未満 １０ppm未満 １５ppm未満 20ppm未満 20ppm以上

10 品質方針・年度目標値設定
11 ロット・ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ
12 測定機器管理
13 定期的内部監査
14 継続的改善の仕組
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⑤ 評価軸毎
の配点確認

⑤ 評価軸毎

の補正係数
をセット

・
・
・
・



⑥ 評価軸毎の
小計÷④補正係数

　　　　　サプライヤ評価シート　カスタマイズ用 2021/9/30 V3.0 会社名　○○○

評価

M,経営 4 被評価会社名 会社概要 作成
Q,品質 3
C,価格 2

D,納期 3 統一企業ｺｰﾄﾞ 材質類別ｺｰﾄﾞ

e,Net 3 評価事業部、工場

E,環境 3 66 評価合計点数 取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。

S,ｻｰﾋﾞｽ 3 ISO9000　認証 数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

ISO14000認証 評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。
         

5 段階評価の判断基準 項目 合計 特
no. 評価項目 5 4 3 2 1 評価 点数 徴 配点
M Management 　　(経営,将来性） 11.5 4 15

1 Management policyが 明確か? policyを 明示、徹底 policyを明示、 policyを 提示 policyはあるが,,,, policy不明確 3
2 経営者、事業責任者の資質 著しく意欲的 意欲的 積極的 行動的ではあるが,,, 消極的 3
3 当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢 非常に積極的 積極的である 協力的である やや協力的 問題もある 3 0.27

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ依存度合い、ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先5社ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先３社ﾊﾞﾗﾝｽ１社へ40%以上依存 １社へ60%I以上依存 １社へ80%I以上依存 3
5 人材育成 長期的な育成成果顕著中期的育成実施 教育計画実施 部分的なｽｷﾙｱｯﾌﾟ ｷｰﾏﾝの退社 4
6 財務内容は健全か?(金融債務・自己資本良い状態にある 健全である 利益は出ている 欠損 累損あり 4
7 売上高伸び率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 5
8 営業利益率 20％以上 15%以上 10％以上 5%以上 5%未満 5
9 経常利益率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 4

10 総資産回転率 2.0以上 1.5以上 1.0以上 0.8以上 0.8未満 4
11 自己資本比率 60%以上 40%以上 30%以上 25%以上 25％未満
12
13
14
15
16 研究開発投資金額比率
17 新商品売上高比率
18 特許保有件数
19 経営者後継人事・育成
20 新事業構築力 4

Q Quality assurance　　(品質） 9.0 3 15
1 ISO9000 認証されているか? ISO9000 認証済 approach中 1年以内に計画あり 認証の計画あり 認証の計画無し 3
2 品質教育 品質教育徹底顕著 品質教育充実 品質教育制度実施 部分的 仕組なし 3
3 工程管理実施ﾚﾍﾞﾙ 適切,周知徹底 適切,おおむね良好 一部不備,必要最小限 一部不備,不足 不備多い,無管理状態 3 0.33
4 再外注管理 定期的に改善指導 管理仕組整備 管理仕組あり 不定期実施 管理体制なし 3
5 品質保証体制 体系標準活用優 管理仕組整備 管理仕組あり 責任者は明確 体制なし 3
6 設備保全 設備予防保全実施 計測器校正的確 保全管理実施 一部実施 設備老朽保全不十分 3
7 品質是正処理 是正水平展開優良 是正適切不良非常に少処置適切　不良少ない是正処置実施 是正処置不十分 3
8 納入品の 品質実績は 良いか? 不良率 0.01%未満 標準類実施 不良率 0.05%未満 不良率 0.1%未満 不良率 0.1%以上 3
9 出荷時品質検査合格ﾚﾍﾞﾙ ６ppm未満 １０ppm未満 １５ppm未満 20ppm未満 20ppm以上

10 品質方針・年度目標値設定
11 ロット・ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ
12 測定機器管理
13 定期的内部監査
14 継続的改善の仕組
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S,ｻｰﾋﾞｽ
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⑥ 評価軸毎の
小計÷④補正係数

・
・
・
・



⑥ 評価軸毎の
小計÷項目数

　　　　　サプライヤ評価シート　カスタマイズ用 2021/9/30 V3.0 会社名　○○○

評価

M,経営 4 被評価会社名 会社概要 作成
Q,品質 3
C,価格 2

D,納期 3 統一企業ｺｰﾄﾞ 材質類別ｺｰﾄﾞ

e,Net 3 評価事業部、工場

E,環境 3 66 評価合計点数 取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。

S,ｻｰﾋﾞｽ 3 ISO9000　認証 数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

ISO14000認証 評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。
         

5 段階評価の判断基準 項目 合計 特
no. 評価項目 5 4 3 2 1 評価 点数 徴 配点
M Management 　　(経営,将来性） 11.5 4 15

1 Management policyが 明確か? policyを 明示、徹底 policyを明示、 policyを 提示 policyはあるが,,,, policy不明確 3
2 経営者、事業責任者の資質 著しく意欲的 意欲的 積極的 行動的ではあるが,,, 消極的 3
3 当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢 非常に積極的 積極的である 協力的である やや協力的 問題もある 3 0.27

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ依存度合い、ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先5社ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先３社ﾊﾞﾗﾝｽ１社へ40%以上依存 １社へ60%I以上依存 １社へ80%I以上依存 3
5 人材育成 長期的な育成成果顕著中期的育成実施 教育計画実施 部分的なｽｷﾙｱｯﾌﾟ ｷｰﾏﾝの退社 4
6 財務内容は健全か?(金融債務・自己資本良い状態にある 健全である 利益は出ている 欠損 累損あり 4
7 売上高伸び率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 5
8 営業利益率 20％以上 15%以上 10％以上 5%以上 5%未満 5
9 経常利益率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 4

10 総資産回転率 2.0以上 1.5以上 1.0以上 0.8以上 0.8未満 4
11 自己資本比率 60%以上 40%以上 30%以上 25%以上 25％未満
12
13
14
15
16 研究開発投資金額比率
17 新商品売上高比率
18 特許保有件数
19 経営者後継人事・育成
20 新事業構築力 4

Q Quality assurance　　(品質） 9.0 3 15
1 ISO9000 認証されているか? ISO9000 認証済 approach中 1年以内に計画あり 認証の計画あり 認証の計画無し 3
2 品質教育 品質教育徹底顕著 品質教育充実 品質教育制度実施 部分的 仕組なし 3
3 工程管理実施ﾚﾍﾞﾙ 適切,周知徹底 適切,おおむね良好 一部不備,必要最小限 一部不備,不足 不備多い,無管理状態 3 0.33
4 再外注管理 定期的に改善指導 管理仕組整備 管理仕組あり 不定期実施 管理体制なし 3
5 品質保証体制 体系標準活用優 管理仕組整備 管理仕組あり 責任者は明確 体制なし 3
6 設備保全 設備予防保全実施 計測器校正的確 保全管理実施 一部実施 設備老朽保全不十分 3
7 品質是正処理 是正水平展開優良 是正適切不良非常に少処置適切　不良少ない是正処置実施 是正処置不十分 3
8 納入品の 品質実績は 良いか? 不良率 0.01%未満 標準類実施 不良率 0.05%未満 不良率 0.1%未満 不良率 0.1%以上 3
9 出荷時品質検査合格ﾚﾍﾞﾙ ６ppm未満 １０ppm未満 １５ppm未満 20ppm未満 20ppm以上

10 品質方針・年度目標値設定
11 ロット・ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ
12 測定機器管理
13 定期的内部監査
14 継続的改善の仕組
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C,価格
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⑦ 評価軸毎の
小計÷項目数

・
・
・
・

⑦ ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ
ﾃﾞｰﾀ・リンク



　　　　　サプライヤ評価シート　カスタマイズ用 2021/9/30 V3.0 会社名　○○○

評価

M,経営 4 被評価会社名 会社概要 作成
Q,品質 3
C,価格 2

D,納期 3 統一企業ｺｰﾄﾞ 材質類別ｺｰﾄﾞ

e,Net 3 評価事業部、工場

E,環境 3 66 評価合計点数 取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。

S,ｻｰﾋﾞｽ 3 ISO9000　認証 数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

ISO14000認証 評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。
         

5 段階評価の判断基準 項目 合計 特
no. 評価項目 5 4 3 2 1 評価 点数 徴 配点
M Management 　　(経営,将来性） 11.5 4 15

1 Management policyが 明確か? policyを 明示、徹底 policyを明示、 policyを 提示 policyはあるが,,,, policy不明確 3
2 経営者、事業責任者の資質 著しく意欲的 意欲的 積極的 行動的ではあるが,,, 消極的 3
3 当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢 非常に積極的 積極的である 協力的である やや協力的 問題もある 3 0.27

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ依存度合い、ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先5社ﾊﾞﾗﾝｽ 主要取引先３社ﾊﾞﾗﾝｽ１社へ40%以上依存 １社へ60%I以上依存 １社へ80%I以上依存 3
5 人材育成 長期的な育成成果顕著中期的育成実施 教育計画実施 部分的なｽｷﾙｱｯﾌﾟ ｷｰﾏﾝの退社 4
6 財務内容は健全か?(金融債務・自己資本良い状態にある 健全である 利益は出ている 欠損 累損あり 4
7 売上高伸び率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 5
8 営業利益率 20％以上 15%以上 10％以上 5%以上 5%未満 5
9 経常利益率 10％以上 5%以上 2%以上 0% ﾏｲﾅｽ 4

10 総資産回転率 2.0以上 1.5以上 1.0以上 0.8以上 0.8未満 4
11 自己資本比率 60%以上 40%以上 30%以上 25%以上 25％未満
12
13
14
15
16 研究開発投資金額比率
17 新商品売上高比率
18 特許保有件数
19 経営者後継人事・育成
20 新事業構築力 4

Q Quality assurance　　(品質） 9.0 3 15
1 ISO9000 認証されているか? ISO9000 認証済 approach中 1年以内に計画あり 認証の計画あり 認証の計画無し 3
2 品質教育 品質教育徹底顕著 品質教育充実 品質教育制度実施 部分的 仕組なし 3
3 工程管理実施ﾚﾍﾞﾙ 適切,周知徹底 適切,おおむね良好 一部不備,必要最小限 一部不備,不足 不備多い,無管理状態 3 0.33
4 再外注管理 定期的に改善指導 管理仕組整備 管理仕組あり 不定期実施 管理体制なし 3
5 品質保証体制 体系標準活用優 管理仕組整備 管理仕組あり 責任者は明確 体制なし 3
6 設備保全 設備予防保全実施 計測器校正的確 保全管理実施 一部実施 設備老朽保全不十分 3
7 品質是正処理 是正水平展開優良 是正適切不良非常に少処置適切　不良少ない是正処置実施 是正処置不十分 3
8 納入品の 品質実績は 良いか? 不良率 0.01%未満 標準類実施 不良率 0.05%未満 不良率 0.1%未満 不良率 0.1%以上 3
9 出荷時品質検査合格ﾚﾍﾞﾙ ６ppm未満 １０ppm未満 １５ppm未満 20ppm未満 20ppm以上

10 品質方針・年度目標値設定
11 ロット・ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ
12 測定機器管理
13 定期的内部監査
14 継続的改善の仕組
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ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ
リンク確認

⑨ 全体の動作
確認

点数の集計
確認

⑧ 軸数変更は
グラフ更新



サプライヤ評価カスタマイズ まとめ

Solution  Provider
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1. 購買部門のミッションを実現するために
評価は手段、お互いの利益協創が目的

2. 評価で終わらせない 連携・協創のプラット・フォーム
立派な評価表を作ることではない、簡素が良い

3. 評価ｼｽﾃﾑとして活用・継続が大切
購買戦略やサプライヤ再編成、サプライヤ別方針への
運用 外注加工品は 工場品質審査も必要

12

サプライヤとの“共益協創”のために
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